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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 12/20に実地指導がある為、各自カルテチェックを進めていくこと。利用開始時の指示箋が3年以上前の場合には再度指示受けを行っていく。

＜事例検討＞

山田　吉夫様（59）　デイケア利用開始後：1年5ヶ月　月・水・金利用　11月の利用率0％

検討内容 目標と計画の見直し、今後の対応

目標
長期①自分の病気の特徴を掴み、入院せずに安定した生活を送る。

②金銭管理が出来る。

中期①-1　デイケア利用日は通所できるようにし、プログラム参加の意味を見出す。

①-2　自分の現在の状態を知る。

②趣味（ボウリング、ゲームセンター）にお金を使いすぎないようにする。

短期①-1　プログラムに参加することの意味を見出す。

①-2　自分の中にある感情や気持ちを少しでも言語的に表出する。

②決められた範囲内での小遣いでやりくりする。

計画

①デイケア利用日に通所できた日は評価し、通所することが本人にとってどのような利点があるのかを伝えていく。

②身体的・精神的な不調を訴えた際は傾聴し、そのような症状の原因には何があるのかをともに探っていく。

③金銭面や生活リズムを把握するために、来所日には声をかけていく。また、欠席が続いた際は青山荘へ行き、話をする機会を増やし、自分の考えや感じていることを言葉で表現できるようにアプローチしていく。

現状
· デイケアの欠席連絡は行っているが、「気分が乗らない」と話し帰宅している。本人から連絡が無い事も時折見られる

· 自分の状態として、「どうにもならない」「言葉に出来ない」と話されている。

· 何も出来ないと話しながらも、ゲームやパチンコへ行くことは出来ている

青山荘の状態
· 生活費を使い込む事があり面談実施している。

· 現在貯金が約28万円あるが、お姉様へ預けている。今後は貯金額を増額していく予定。

· 青山荘の退所希望聞かれているが、お姉様とも相談し、生活を少し立て直してから退所としている。

· 「自分は病気じゃない」と話しており、病識は薄い

· 本人が出来ている事を伝えると復調する事はあり、青山荘での当番は出来ている

· デイケアの利用意味が分から無いと話されている

今後の目標及び計画 現状のまま継続

今後の対応
· 単身生活後の引きこもり予防として、デイケア等活動場所を持つ必要があることを説明していく。

· 誰の世話にもならずに、好きなように生活したいと希望している為、自分でどこまで出来るのか証明するよう伝えていく。

· デイケア利用回数を減らして、青山荘での活動時間と内容を決める事で生活のリズムを作っていく事を検討

＜利用者情報＞

· 古館　ヨリ様～デイケアを退所したいと希望あるが、退所理由が不明確である為、面談実施

している。本人は、寒くなると自宅のことをする事も億劫になり、デイケアに通所する事も面倒と話されている。デイケアを利用する上でのメリットは理解しており、今後も利用を継続すると話されている。冬期に来所が困難な日には、相談していただきたい事を説明。今後も定期的に生活状況を確認しながら話し合いを行なっていく。

· 上川原　豊様～昨日本人と連絡が取れなかった件について、13：00お母様とは連絡が取れて

いる。夜間でなくては連絡をとることは難しいと返答聞かれ、通所から継続して連絡を取って欲しいと依頼あり。以後も、30分おきに自宅へ連絡を続けている。

16：30同アパートの利用者より本人宅に電気がついていたと情報あり、本人宅を訪問。電気がついていることをスタッフ2名で確認し、自宅へ電話しているが応答は無いまま経過。

18：00お姉様へ本人と連絡が取れない状態である事を伝え、ご家族から連絡を取っていただきたいことを伝え了承受けている。18：45お姉様から本人へ連絡が取れており、病院へ連絡するよう伝えたところ承諾していたとの事。

20：30本人から連絡があり、火曜日だと思っており連絡しなかった事や、腰を痛めたことで休んでおり、訪問や電話に気が付かなかったと話されている。

本日本人から連絡あり、昨夜と同様の訴えをしている。階段で転倒し腰を痛めたと報告されており、明日も病院受診により欠席するかもしれないと話している。顔を出すだけでも良い為、通所促している。

· 田名部一樹様～昨日、他言しないという条件で相談あり。友人3名（中村様1万円・本田様

2万円・江刺家様3千円）に1年前からお金を貸しており、返金して欲しいがどのように対応するべきであるのか相談あり。中村様・江刺家様は返金の計画を立ててくれているが、本田様は入院したまま面会も出来ない状態であったとの事。お金を貸していることや両家族へは知られたくない為、通所スタッフが介入して相手から返金して欲しいと希望されている。貸した際には本人が同意して貸していることを確認し、スタッフの介入は出来ないことを伝えている。確実な返金を望むのであれば、全てを家族に明かして相手の親にも伝えるよう説明している。

· 藤村　翔　様～昨日は1日を通して、大きな足音を立てて歩く事や、叫ぶ事みられている。

プログラム参加中も「お前が言っただろ」と叫んで退室し、「昨日来たモトミヤってスタッフが20年も生きられないって言った」「SSTで自分の悪口を言っているのが聞こえてくる」「キムラリエ（高校同級生）が悪口を言っている」など、幻聴と現実が区別できず行動化している様子が見られている。その都度現実的な介入を行い落ち着く事は出来ているが、「今日は朝からここ（デイケア）はおかしい」と話されている。

本日も朝から病状に左右された状態が見られているとの事で、青山荘スタッフとの話し合い及び、刺激を避ける目的にてデイケア欠席している。

＜外来情報＞

· 山田　吉夫様～青山荘スタッフとお姉様が同席し受診している。デイケアには11月から通所

していないと報告。青山荘の門限が守れておらず、飲酒してくる事もあったとの事。来週採血実施し内服の調整を考えていくと説明。担当医からは門限は守るよう説明している。

· 平　　康子様～検査実施し、HDS-R 22点・MMSE27点と認知症レベルではなく、頭部ＣＴの

結果も異常ない。物忘れが気になるのであれば、メモをとるよう説明受けている。内服の飲み間違えがあり、自宅に薬が残っていると訴え持参している。就床前薬を主に飲み忘れている様子だが、食後薬も数回のみ忘れている様子。

・採血実施者様：大久保恒夫様・長瀬紘一郎様・上久保善郎様・鹿原博夫様

＜勉強会＞

青陽館　避難訓練

◎目的

青陽館スタッフ、デイケア・デイナイトケア・ナイトケア利用者様の防災に関する意識を高め、実際に被災した際に避難できるように訓練をする。また、防災への体制検証を行ない、防災に関しての課題を見出すことを目的とする。

◎日程

今までの避難訓練は、スタッフが日時を知った上で行なっていたため、事前に役割分担が出来ていた。しかし、実際被災した際に混乱が生じると考え、今回は通所リハビリテーショングループAOM、SGMのみが避難訓練の日程を把握し、それ以外のスタッフと利用者様には、避難訓練の日程を開示せずに行ない、実際の被災場面により近い形での訓練実施を目的とする。
◎当日の動き（訓練終了まで、10分間を目安）

	
	詳細

	
	

	①火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」
	・自動火災報知設備の受信機のある１階スタッフルームにかけつける。

担当：デイケア・ナイトケア配置スタッフ

・受信機の火災報知器連動操作盤の明かりのついているところを探し、警戒区域図面と合わせて見て出火場所を確認する（指差し呼称2回）

担当：デイケア・ナイトケア配置スタッフ

・上記担当以外のデイケア・ナイトケア配置スタッフは利用者様対応とデイナイトケアスタッフへの情報伝達

	②出火現場の

確認
	・消火器を持って、出火場所へ急行し、火災を発見する。

担当：デイケア・デイナイトケア・ナイトケア配置スタッフ

（それ以外のスタッフは利用者様対応）

	③初期消火実施
	・初期消火実施。

・初期消火失敗後、SGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）に連絡

・報告を受けたSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者（大釜）へ連絡。

	※下記の④⑤⑥は同時進行

④消防機関への通報
	・消防機関へは、火災報知装置を使用するか、PHSで「00119」をダイヤルする。今回の避難訓練では、PHSを使用し消防機関へ連絡する（通報例文参照）。

・この通報後に警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤い2個のスイッチを押す）。

	⑤施設内部への情報伝達
	・施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する（別紙参照）。

3回以上繰り返すこと。

	⑥区画形成
	・防火区画形成のため、防火扉が閉まっているか確認する。

	
	・デイナイトケアスタッフは、利用者様を階段を利用し1階へ誘導し、非常口や玄関から青山荘前へ誘導する。

・デイケア、ナイトケアスタッフは、利用者様を玄関または非常口から青山荘前へ誘導する。

（その際、リーダーは、当日の出欠がわかる名簿を持つ。他スタッフは、各部屋、残留者がないか確認しながら誘導し、さらにトイレ、浴室等を見回り、残留者のいないことを確認し、各部屋のドアを閉める）

	⑧人員確認
	・リーダーは、人員の確認し、SGMへ報告する。

	⑨防火管理者へ報告する
	・SGMはリーダーから報告を受け、AOM（不在時はIOO）へ報告する。

	⑩避難訓練終了
	


＜消防通報専用電話からの通報例文＞
◆火災通報装置を使用。

①またはPHSでは００１１９を押す。

②＜こちら１１９番＞＜消防署です＞＜火事ですか、救急ですか＞

　　　　「火事です、火事です。」

③＜場所は？＞

　　　　「青陽館です。」

　　　「住所は八戸市田面木字赤坂３５－６８」

　　　「電話番号は２７－２０１６」

　　　「国道１０４号の八戸自動車道の出入口角の青南病院の上方です。」

◆「３階建ての１階ボイラー室が燃えています。」

　「逃げ遅れた人はわかりません。今、確認中です。」

◆その他、聞かれた事には慌てず正確に答える。

＜館内の通報例文＞

１階ボイラー室で火災が起きています。メンバーの方はスタッフの指示に従って避難して下さい。スタッフは、非常口または玄関から青山荘前へメンバーを誘導して下さい。
